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『学校図書館支援センター通信』は、市川市教育センターホームページでもご覧いただけます。 
市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター）  
〒272-0015 千葉県市川市鬼高１－１－４  
TEL ０４７－３２０－３３３５ FAX ０４７－３２０－３３５２ 
http://www.ichikawa-school.ed.jp/index.html 

  

  
 
  
  

【学校図書館関係研修会予定】 

○「学校図書館研修会ネットワーク会議」（第1回：4月 21日,第 2回：8月21日,第3回：1月 15日) 
    ・第１回 午後：全体会（コンピュータ研修を含む） 
  ・第２回 午前：ワークショップ ①百科事典を使った学習の進め方（ポプラ社） 
                  ②授業における新聞の有効活用（毎日新聞社） 
                  ③本の修理（キハラ） 
                  ④本の装備について（中央図書館） 
                  ⑤その他     
       午後：講演 青山学院女子短期大学 教授 堀川 照代 先生 
  ・第３回 午後：研究協力校による実践発表 
○「司書教諭 研修会」（7月22日） 
 ・講師：東京学芸大学 非常勤講師 高見 京子 先生 『ビブリオバトル等』 

○「公共図書館体験 研修会」（8月 5～6日） 
  ・カウンター体験、バックヤードでの作業、本の修理等の実技研修を行います。 

２年目、３年目のフォローアップ研修に振り替え可能です。 
※ 上記のほかに、学校司書連絡会、学校図書館員研修会等が予定されています。 
※ 研修内容・時間・場所・参加対象者等の詳細は、後日配付される『平成２７年度市川市教育セン
ター研修会一覧表』やＣ４th連絡掲示板等でお知らせいたします。 

 

 
(1)『市川市の学校図書館（リーフレット）・夢や希望を育む学校図書館５（研究紀要）』 

配付について 
上記リーフレットと研究紀要を市内の公立幼稚園・小・中・特別支援学校全校に配付します。 
リーフレットには、市川市がめざす学校図書館像や校内学校図書館部会の組織や運営、図書相互貸

借システム、学校図書館支援センターの業務、市川市の施策や読書教育のあゆみ等について、わかり
やすく書かれています。研究紀要と合わせて、校内での学校図書館活用についての研修会や研究授業
等でのご活用をお願いします。 

(2)『平成２７年度 学校図書館年間利用計画』入力について 
  入力期限は、５月１９日（火）です。中学校は昨年度の内容を加除訂正し、上書き保存してくださ

い。小学校は教科書が変わりますので新しいシートに入力してください。  

※全校分を集計して、教育センターホームページに掲載します。 
(3)『塩浜学園（小学校・中学校）』について 

  学校の表記が「塩浜学園（小学校）・塩浜学園（中学校）」になり、メールアドレスが変わります。

相互貸借の際に、図書配送先やメールの送信先を間違えないようお願いします。 

お 願 い 

 新学期が始まり、学校図書館は、新年度の準備に追われていることと思います。 

 ４月２３日は、「子ども読書の日」です。これは、２０００年に政官民の協力で実施された「子ども読

書年」の流れを受けて、２００１年１２月に「子どもの読書活動推進法」が公布・施行し、国と自治体

が子どもの読書推進に関する施策の策定・実施の責務を有することとなり、「子どもの読書活動推進法」

によって定められました。この日には文部科学省がフォーラムを開催し、読書活動優秀実践の学校・図

書館・団体を表彰しています。 

 今回、市川市から福栄小学校が表彰を受けました。日頃の学校図書館活用の実践や市民図書室との連

携、保護者や地域の支援が総合的に評価されたものです。子ども読書の日に国立オリ 

ンピック記念青少年総合センターで行われる「平成２７年度 子どもの読書活動推進 

フォーラム」の式典の中で表彰式が行われます。福栄小学校のみなさんおめでとうご 

ざいます。これは、冨貴島小学校、鬼高小学校、稲越小学校、塩焼小学校、中国分小 

学校に続いて市川市では６校目の受賞となります。 

 今年の「子ども読書の日」の標語は「本はキラキラ万華鏡」です。これには、本は、 

開くたびに子どもの頃に見た万華鏡のように、千差万別の世界を見せてくれます。すて 

きな世界をたくさんのぞいてみて、というメッセージが込められているのだそうです。 

 

 学校図書館法が一部改正され、学校図書館の学習センターとしての重要性が高まっています。市川市で

は、すでに多くの図書資料を活用した学習活動が幅広く展開されていますので、今後も変わることなく教

育課程の展開に寄与する学校図書館活用を進めていただきたいと思います。ここで、昨年度末に集計した

平成２６年度の学校図書館実態調査の結果及び物流ネットワーク貸借数等についてお知らせします。 

① 学校図書館実態調査結果より 

【学校図書館活用時間数】 … 小・中・特別支援学校合計  ４５，１６５時間 

【学校図書館活用単元数】 … 小・中・特別支援学校合計   ４，１９３単元 

② メール及び物流ネットワーク貸借数について 

【物流ネットワーク貸借数】… ７０回合計         ５９，７２５冊 

 前年度よりさらに活用単元数が増加し、小学校では２年連続で、全ての教科等において学校図書館を活

用した授業実践が行われました。また、中学校においては総合的な学習の時間での図書活用が増加しまし

た。物流ネットワークによる図書の貸借数は前年度より３００冊増加し、学校間での図書の貸借が、順調

に進んでいることが伺えます。学校図書館は情報センター、学習センターとしての機能も兼ね備えていま

す。様々な学習場面において図書資料と並行して、ＩＣＴ機器や新聞等を効果的に利活用し、授業の質の

向上を図るとともに、子どもたちが学んだことを発信する場も設けるようにお願いします。 

 

     『新任学校図書館員紹介』 ～よろしくお願いします～ 

新たに４名の学校図書館員をお迎えしました。どうぞよろしくお願いします。 

○ 多勢 千夏（国分小学校）  ○ 岡嶋 麻記子（稲荷木小学校） 

○ 川上 節子（大洲中学校） 

○ 大塚 邦彦（第六中学校：昨年度９月から）            敬称略 

お知らせ 


